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●個人情報保護条例が改正されます
本年10月５日に「行政手続における特定の

個人を識別するための番号の利用等に関する
法律」（番号利用法）の施行にともない、個人
保護条例を改正するもので、個人番号（マイ
ナンバー）を含む個人情報（特定個人情報）の
取り扱いに関する規定が設けられます。

また、条例に規定する個人情報の範囲を整
備するとともに、特定個人情報を保護する必
要があるため、特定個人情報の収集、開示、
訂正及び利用停止に関する規定、特定個人情
報の利用に関する規定並びに情報連携に関す
る規定が追加されます。

質疑の中で「情報が漏れない保障はどこで
担保されるのか」に対して、「個人番号によ
り必要な情報がわかるため、書類の添付が不
要、財産の把握も漏れなくでき、公平な課税
ができる。中間サーバーで保存されている暗
号化された情報は、個人番号を変換して得て
いくため、漏れることはない」との答弁があ
りました。

意見調整では「現在『守秘義務』や『条例』
で保護されている個人情報が、マイナンバー
制度のネットワークに提供され、情報漏えい
の危険を拡大されることはやめるべき」との

意見がありました。
採決の結果、賛成多数で可決となりました。

●小型動力ポンプ付積載車及び小型動力ポンプ
が導入されます

20年以上を経過した車両及び小型動力ポン
プが更新されます。近年、災害や事故などが複
雑・多様化するなかで、様々な事案に迅速かつ
的確な消防団活動が求められています。消防団
の車両及び資機材の充実により、市民の安全・
安心の向上を図るものです。

質疑の中で「できるだけ長期の使用に努め、
経費を抑えて消防職員の増員に充ててほし
い」に対して、「維持管理をしっかり行い、経
費の削減に努める」との答弁がありました。

採決の結果、全員賛成で可決となりました。

総務教育建設委員会 付託された５議案は、原案のとおり可決

平成27年９月定例会を９月１日から10月７日までの37日
間の会期で開催しました。
今定例会は、市長から提案された議案13件と決算議案13

件を審議しました。議案は、いずれも原案のとおり可決・同意・
認定したほか、意見書を1件可決しました。

（採決の結果は6ページに記載）

導入予定と同型の小型動力ポンプ付軽積載車

平成27年12月定例会の日程予定
　 1 2月定例会は、12月1日から12月18日までの
18日間の会期で予定しています。
１２月　１日（火）　本会議
　　　　　　　　　（議案上程、人事案件採決）
　　　　７日（月）　請願受理締切り（正午）
　　　　８日（火）～１０日（木）　一般質問
　　　１１日（金）　予算決算委員会（総括質疑）
　　　１４日（月）　総務教育建設委員会
　　　１５日（火）　産業厚生環境委員会
　　　１６日（水）　予算決算委員会
　　　１８日（金）　本会議（採決） ※前回110号２ページの右側文中「救急消防援助隊」は「緊急消

防援助隊」の誤りでした。お詫びして訂正いたします。

総合計画審査特別委員会を設置
第５次綾部市総合計画の策定について、調査検討

が必要なため、議長を除く17人の議員でもって構
成する総合計画審査特別委員会を設置しました。

委員長  高 倉 武 夫　副委員長  村 上 宣 弘

なお、防災対策特別委員会は廃止しました。

Digest
９月定例会
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●番号利用法の施行に伴い、手数料条例が改正されます
すべての住民の方に12桁の個人番号が記

載された「通知カード」が、本年10月５日以
降、順次送付されます。また、顔写真付きの

「個人番号カード」は、本人からの申請によ
り、平成28年１月以降、交付されます。

通知カード及び個人番号カードの交付手数料
について、初回発行費用は無料ですが、紛失など
による再交付手数料については、通知カードが
500円、個人番号カードが800円必要となります。

質疑の中で「マイナンバー制度は住民の側
からみてどういうメリットがあるのか」に対
して、「顔写真付きのため本人確認ができる。
イータックスの利用についても個人番号カー
ドで利用することができ、今後については、
児童手当や税金の申告時にはそのカードを
提示し、本人確認しながら運用することにな
る」との答弁がありました。

意見調整では「マイナンバー制度は莫大な
個人情報が管理される。メリットは感じられ
ず情報流出や悪用など不安。制度実施の中止
を求め反対する」との意見がありました。

採決の結果、賛成多数で可決となりました。

●衛生公苑の設備の改修を行います
施設の整備から23年が経過している汚泥焼

却設備等の改修工事が実施されます。工事は、
平成28年９月12日完了で、契約額は2億3976
万円で（株）クリタス西日本と契約をします。

質疑の中で「新設した場合の経費は。また、
今後この施設をどうするのかなど協議はされ
ているのか」に対して、「衛生公苑の全面改築
は検討していないが、浄化センターとの関係
も含め、今後、検討しなければならない」と
の答弁がありました。

また、「くみ取り件数の推移は」に対して、
「10年前の平成17年度で約8000戸、平成26
年度では5900戸に減少している」との答弁が
ありました。

採決の結果、全員賛成で可決となりました。

●平成27年度一般会計補正予算（第２号）
コミュニティ放送中継局整備補助事業費、幼稚

園整備事業費、消防庁舎耐震改修等事業費、育英
事業費、合併処理浄化槽設置費等補助金など、総
額１億5920万円の追加予算を計上するものです。

質疑の中で「コミュニティ放送中継局整備
補助事業費について、可聴エリアはどのくら
い拡大されるのか。また、拡大されたエリア
はいつから聴けるのか」に対して、「現在、市
内約70％の可聴エリアが、約85％となる。今
年度中に整備を行い、来年度早々から聴ける
予定である」との答弁がありました。

また、「合併処理浄化槽設置費等補助金に

ついて、増額の要因は。昨年度と比較した件
数は」に対して、「下八田町のホープタウンで
の新築の増加とそれ以外のところでも設置の
要望が出ているためである。件数は昨年度11
件、今年度は、現在16件の要望がある」との
答弁がありました。

その他、平成27年度国民健康保険特別会計
補正予算（第1号）、平成27年度介護保険特別会
計補正予算（第2号）、平成27年度後期高齢者医
療特別会計補正予算（第1号）を審査しました。

採決の結果、４議案とも全員賛成で可決と
なりました。

産業厚生環境委員会 付託された２議案は、原案のとおり可決

予 算 決 算 委 員 会 付託された４議案は、原案のとおり可決

●世界の貧困・感染症等を根絶するために国際連帯税を早期に実
施し、一層の国際貢献を行うことを求める意見書

　可決した意見書を国の関係機関へ送付しました。
（文面は11ページに記載）

意見書の送付
●教育委員会委員の任命

　四
わ た ぬ き

月朔日　伸子さん　（青野町）＝再
●固定資産評価審査委員会委員の選任

　由
ゆ い は ま

比 濱　好子さん　（味方町）＝新

同意した人事案件

改修される
汚泥焼却設備等
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●審査のあらまし
決算審査は、9月28日から10月2日及び10

月7日の6日間にわたり慎重に審査しました。
一般会計と特別会計の歳入総額は309億

9971万円、歳出総額は307億9279万円で、歳
入歳出差引は2億692万円の黒字となりまし
た。一般会計では43年連続の黒字となってい
ます。

２公営企業会計は、上水道事業で当年度純
利益1億7660万円の黒字となり、病院事業は
当年度純損失2913万円で、平成３年度から23

年ぶりの赤字となりました。主な要因として
は、病院整備事業に伴う利用病床数の減少や消
費税率改定による経費の増加によるものです。

●貯金は減少するも、借金を抑制
一般会計の市債（借金）は602万円増の134

億8579万円となり、基金（貯金）は13億227
万円減の50億8665万円となりました。

繰上償還を実施するなど、市債残高増の抑
制に努めました。

防災対策、教育環境など
「安全・安心」の取り組みを推進

決算審査
～平成26年度決算を可決・認定～

平成26年度 会計別決算収支の状況平成26年度 歳入歳出の状況（一般会計）

区　　　　分

一　般　会　計

特

　
　別

　
　会

　
　計

歳入総額 歳出総額

市 立 診 療 所 等

農林業者労働災害共済

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後期高齢者医療

駐 車 場

簡 易 水 道

下 水 道 事 業

地 域 排 水 事 業

住宅・工業団地事業

18,526,592,049

39,298,519

4,342,853

3,964,571,597

4,372,195,559

533,184,909

25,100,620

843,845,108

1,622,868,191

946,548,833

121,157,774

18,381,016,520

39,298,519

4,342,853

3,963,164,563

4,356,119,122

523,078,968

25,100,620

843,845,108

1,595,248,951

940,419,833

121,157,774

区　　　　分
公
営
企
業
会
計

収　　入 支　　出

上 水 道 事 業

病 院 事 業

971,228,265

5,984,287,744

794,626,840

6,013,413,875

（単位：円）

歳入

歳出

総務費
14.1％

市税
23.5％

繰入金
9.2％

国庫支出金
11.6％

府支出金
10.8％

市債
　  8.5％

地方交付税
25.7％

 諸収入　1.5％

分担金・負担金　1.5％
使用料・手数料　2.2％

地方譲与税　0.8％
利子割交付金　0.1％
配当割交付金　0.2％
地方消費税交付金　2.4％
自動車取得税交付金　0.2％
地方特例交付金　0.1％
株式等譲渡所得割交付金　0.1％
交通安全対策特別交付金　0.0％

民生費
29.4％

教育費
11.5％

公債費 
9.4％

衛生費
10.9％

消防費　4.8％
土木費　7.7％
商工費　2.1％

農林水産業費　5.0％

議会費　1.0％
労働費　0.4％

災害復旧費　3.7％

自主財源 39.5％
依存財源 60.5％

財産収入　0.7％
寄 附 金　0.1％
繰 越 金　0.8％

《歳入》
185億2,659.3万円

《歳出》
183億8,101.7万円
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■ 一般会計

審査の結果

採決の結果は、一般会計ほか２議案は賛成多数、他の10議案は全員賛成で可決・認定としました。

《全　般》
◦市税等収納率や収納額が改善した。徐々に

景気回復の効果が生まれ始めていることや
広域連合「京都地方税機構」との連携協力に
よる的確な滞納整理の強化によるところが
大きい。引き続き、納税者の担税力を把握
して血の通った徴収業務を進められたい。

《総務費》
◦あやバスの運行に対し、乗車率が減少する

中において、バス交通活性化事業を展開さ
れ乗車率アップに対しての検討をされたこ
とを評価する。引き続き運行ルート、ダイ
ヤ等の要望に応える努力をされたい。

◦定住サポート事業における定住実績並びに
取り組みを評価する。さらなる取り組みの
強化を図り、定住者の増加を図られたい。

《民生費》
◦誰もが安心して心豊かに暮らしていける真

に人権が尊重されるまちづくりの推進のた
め、「第２次綾部市人権教育・啓発推進計画　
人権かがやきプラン」を策定されたことを
評価するとともに、「住んでよかった　住み
たくなる綾部」実現に向けて努力されたい。

◦老人クラブ助成事業費について、毎年老人
クラブが激減している。京都府では増員計
画が進められている中、綾部市にも組織の
活性化が求められている。減少要因の実態
を把握し、活性化に取り組まれたい。

◦不足している介護人材の育成と確保に努め
られたい。

《衛生費》
◦ごみ減量のため、紙類の分別を徹底し、資

源化を図ること。
◦妊産婦や母子の家庭を訪問し、妊娠・出産・

育児等の相談業務を行い、指導を行ってい
ることを評価する。子育てしやすい綾部市
のＰＲにも努められたい。

《労働費》
◦就職フェアや就職情報提供事業費を活用

し、地元就労や定住促進に努めていること
を評価する。綾部高校とも連携し、地元で
働く若者の増加にも努められたい。

《農林水産業費》
◦野生鳥獣被害総合対策事業では、農産物へ

の被害対策等積極的な取り組みを評価す
る。今後、有害野生鳥獣のさらなる捕獲に
努められたい。

《商工費》
◦（株）緑土の経営は、災害により主要幹線

道路の通行止めなどがあり、集客力が著し
く低下した。同じような施設との競争は激
しくなっており、今後の経営戦略を検討す
ること。

《土木費》
◦橋りょう長寿命化対策事業費について、長

寿命化対策の策定が完了され、その成果を
住民に公表し、理解を得るとともに効果的
な維持管理を願う。

《消防費》
◦消防緊急通信システムの全面更新を行った

通信機器整備事業を評価する。今後も必要
に応じて最新の機器に更新し、消防職員の
負担軽減と消防・救急・救助体制の強化を
図られたい。

◦人命救助に関わる重要な部署であり、早期
に職員の充足率を上げられたい。

《教育費》
◦空調設備整備事業を大規模に行い、子ども

たちの健康管理に努めていることを高く評
価する。

◦図書館管理運営費について、様々な催しや
取り組み等、職員の努力を高く評価する。

■ 国民健康保険特別会計

◦加入世帯の所得は減少しているが、逆に保
険料は増加している。国・府の負担金を元
に戻すよう要望し、市の繰り入れで負担軽
減することを求める。

■ 介護保険特別会計

◦地域支援事業への移行に際して、事業所が
職員など十分に配置できる委託料を検討す
ること。

■ 上水道事業会計

◦基本水量やメーター使用料、閉栓料の廃止
など料金体系の大幅な見直しが答申され
た。高い水道料金の引き下げを具体化する
こと。

■ 病院事業会計

◦医師、看護師確保は、最優先課題である。
さらなる努力を求める。

委員会審査の意見調整で出された主な意見と採決の結果は以下のとおりです。
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た
法
律
の
施
行

に
際
し
、
窓
口
と
な
る
市
が
市
民
の
個
人

情
報
を
守
り
、
公
平
・
適
正
な
事
務
を
行

う
た
め
に
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
。

最
大
の
問
題
は
、
多
く
の
人
が
制
度
そ

の
も
の
を
知
ら
な
い
こ
と
。
さ
ら
に
個
人

情
報
が
丸
裸
に
さ
れ
、
す
べ
て
国
に
管
理

さ
れ
、
情
報
漏
れ
の
有
効
な
対
策
も
講
じ

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。
ま
た
、
中
小
企
業
や
個
人

事
業
者
な
ど
の
準
備
が
財
政
面
・
技
術
面
含
め

て
支
援
策
が
と
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。
カ
ー
ド

の
紛
失
や
盗
難
な
ど
が
起
き
れ
ば
、
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
甚
大
な
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵

害
を
招
く
。

今
回
の
条
例
改
正
は
、
本
来
の
条
例
目
的
で

あ
る「
情
報
の
保
護
」
で
な
く
制
度
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
個
人
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、

自
治
体
が
持
っ
て
い
る
個
人
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
自
身
が
問
題
だ
。
ま
た
提
供
さ
れ
る
地
方

税
情
報
に
は
、
極
め
て
重
要
な
個
人
情
報
が
あ

る
。
市
民
生
活
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
わ
ず
か
で
あ

り
、
こ
の
利
用
拡
大
は
認
め
ら
れ
な
い
。

個
人
情
報
保
護
条
例
の

　
　
　
　
　
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
般
会
計
、後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、

上
水
道
事
業
会
計
の
決
算
に
つ
い
て

創政会
荒　木　敏　文

日本共産党
搗　頭　久美子

日本共産党
吉　崎　　　久

民政会
相　根　一　雄賛成反対

昨
年
は
、
物
価
高
に
賃
金
上
昇
が
追
い

つ
か
ず
消
費
税
増
税
が
家
計
に
大
打
撃

を
与
え
た
。
市
内
給
与
所
得
者
の
年
間
収

入
は
15
年
間
で
約
50
万
円
減
少
し
、
市
の

子
育
て
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、「
経
済
的
負
担
の
軽

減
」が
７
割
を
占
め
る
。
貧
困
が
教
育
格
差
に
つ

な
が
ら
な
い
こ
と
を
求
め
る
。

原
発
は
人
類
と
共
存
で
き
な
い
。
再
稼
働
に

反
対
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
地
域
活
性

化
を
図
る
こ
と
。

同
和
対
策
法
終
了
後
14
年
経
過
。
関
係
す
る

施
策
は
す
べ
て
廃
止
を
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
不
平
等
を
な
く
し
、
安

心
で
き
る
医
療
制
度
を
求
め
る
。

上
水
道
料
金
引
き
下
げ
は
可
能
と
求
め
て
き

た
。
水
道
審
議
会
の
答
申
ど
お
り
、
量
水
器
使
用

料
廃
止
、
簡
易
水
道
と
の
統
合
後
の
赤
字
は
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
求
め
る
。

一
般
会
計
に
つ
い
て
、
26
年
度
予
算
編
成
時

に
お
い
て
、
国
の
経
済
対
策
を
積
極
的
に
活
用

し
、
25
年
度
３
月
補
正
予
算
と
26
年
度
当
初
予

算
を
一
体
的
に
編
成
し
、
市
民
の
要
望
に
対
し

執
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
、
医
・
職
・
住
そ
し
て
教
育
・
情
報
発
信
と

し
て
き
め
の
細
か
い
歳
出
で
あ
っ
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

広
域
連
合
と
自
治
体
で
の
役
割
分
担
が
あ
り
、

綾
部
市
と
し
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
実

施
し
て
お
り
、
加
え
て
不
均
一
保
険
料
の
代
替

支
援
策
の
要
望
も
努
力
さ
れ
て
お
り
評
価
す
る
。

上
水
道
事
業
会
計
に
お
い
て
は
、
健
全
な
経

営
を
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
、
今
後

も
市
民
に
安
全
で
安
心
な
水
を
提
供
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
、
３
議
案
に
賛

成
す
る
。

討 論
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《 議決（可決・同意・認定）結果の一覧 》

■各議員の態度・すべての議案において、会派内等で可否の態度が分かれたものはありません。
・議長は議案の採決に加わっていません。

条例等の議案
□個人情報保護条例の一部改正
□職員の再任用に関する条例の一部改正
□手数料条例の一部改正
□営住宅設置及び管理条例の一部改正
□動産の取得
□動産の取得
□衛生公苑汚泥焼却設備改修工事請負契約の締結
平成27年度補正予算
□一般会計補正予算（第２号）
□国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
□介護保険特別会計補正予算（第２号）
□後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
平成26年度決算議案
□一般会計
□市立診療所等特別会計
□農林業者労働災害共済特別会計

□国民健康保険特別会計
□介護保険特別会計
□後期高齢者医療特別会計
□駐車場特別会計
□簡易水道特別会計
□下水道事業特別会計
□地域排水事業特別会計
□住宅・工業団地事業特別会計
□上水道事業会計
□病院事業会計
人事案件
□教育委員会委員の任命
□固定資産評価審査委員会委員の選任
意 見 書
□世界の貧困・感染症等を根絶するために国際連携税を早
期に実施し、一層の国際貢献を行うことを求める意見書

公
明
党

新
政
会

共
産
党

創
政
会

民
政
会

公
明
党

新
政
会

共
産
党

創
政
会

民
政
会■＝可決　■＝否決 ■＝可決　■＝否決

○ ○ × ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ × ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ × ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ × ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ × ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
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Ｑ　
近
年
の
異
常
気
象
を
踏
ま
え
、
市
の
中
核
的

体
育
施
設
で
あ
る
総
合
運
動
公
園
体
育
館
に
空

調
設
備
の
導
入
な
ど
総
合
的
な
改
修
を
今
後
の

計
画
に
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

Ａ　
平
成
15
年
に
施
設
整
備
計
画
は
完
了
。
空
調

設
備
導
入
な
ど
大
規
模
な
計
画
は
現
在
な
い
。

改
修
は
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
平
成
29
年
度
に
完
成
予
定
の
新
市
民
セ
ン

タ
ー
も
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
面
や
大
規
模
収

容
避
難
所
の
面
か
ら
、
空
調
設
備
導
入
が
必
要

と
考
え
る
。
コ
ス
ト
の
安
い
次
世
代
空
調
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
検
討
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
機

能
、
設
備
を
取
り
入
れ
る
か
引
き
続
き
検
討
し

た
い
。
ま
た
、
次
世
代
空
調
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
も
調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
本
市
で
は
職
種
に
よ
っ
て
人
材
が
不
足
し
て

い
る
と
聞
く
。
人
材
不
足
の
状
況
と
、
本
市
が

行
う
市
内
企
業
へ
の
人
材
確
保
支
援
策
は
。
ま

た
、
地
元
企
業
と
大
学
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、

大
学
連
携
を
活
か
し
た
働
き
か
け
を
。

Ａ　
建
設
業
や
製
造
業
、
福
祉
や
医
療
関
係
で
は

人
材
不
足
が
発
生
。

人
材
確
保
支
援
で

は
、
就
職
フ
ェ
ア
な

ど
交
流
の
場
の
創
出

と
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者

を
対
象
に
、
ふ
る
さ

と
就
職
支
援
情
報
提

供
事
業
で
情
報
提
供

を
実
施
。
新
た
な
取

り
組
み
で
は
、
工
芸

繊
維
大
学
と
の
大
学

連
携
事
業
で
、
学
生

と
市
内
企
業
の
交
流

会
を
実
施
。

公共スポーツ施設への空調設備導入を
人材確保支援策で市内企業の支援を民政会　　種　清　喜　之

■総合運動公園体育館（8月のスポーツ大会）

Ｑ　
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
市
民
相
談

は
近
年
複
雑
多
様
化
し
て
い
る
。
現
在
、
市
民

対
応
し
て
い
る
相
談
内
容
の
数
は
。

Ａ　
「
広
報
あ
や
べ
ね
っ
と
」
等
で
も
案
内
の
と

お
り
20
種
類
を
超
え
る
相
談
業
務
が
紹
介
さ

れ
、
中
に
は
毎
月
開
催
や
隔
月
開
催
が
あ
る
。

Ｑ　
無
料
相
談
で
あ
る
が
、
行
政
窓
口
の
敷
居
が

高
い
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
市
民
が
多
い
。
ど
の

よ
う
な
相
談
が
上
位
を
占
め
て
い
る
の
か
。

Ａ　
26
年
度
の
実
績
に
お
い
て
は
、
保
健
推
進
課

所
管
の
育
児
相
談
が
１
７
１
件
。
市
民
協
働
課

所
管
の
法
律
相
談
が
95
件
あ
る
。

Ｑ　
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
法
律
相
談
は
、
ど
の
よ

う
な
対
応
に
な
る
の
か
、
無
料
相
談
と
有
料
相

談
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
違
い
は
何
か
。

Ａ　
無
料
法
律
相
談
は
、
12
月
を
除
き
毎
月
開
催

さ
れ
相
談
時
間
が
20
分
。
別
途
有
料
相
談
は
40

分
、
５
４
０
０
円
で
開
催
し
て
い
る
。

Ｑ　
市
民
相
談
に
お
け
る
課
題
と
し
て
取
り
上

げ
た
質
問
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
各
種
相
談
に
対
す

る
市
民
の
満
足
度
、
納
得
さ
れ
た
取
り
組
み
に

な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
そ
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
が
で
き
て
い
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

Ａ　
今
日
ま
で
数
多
く
の
市
民
相
談
を
受
け
て
き

た
が
相
談
に
お
け
る
納
得
や
満
足
度
に
つ
い
て

は
今
後
と
も
市

民
の
皆
様
に

と
っ
て
よ
り
良

い
相
談
事
業
に

な
る
よ
う
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
も

含
め
意
見
を
聞

く
フ
ォ
ロ
ー

体
制
を
検
討
す

る
。

■各種市民相談（行政相談）開設中

一般質問
９月８日から10日の３日間にわたって13人の議員が市政全般

について質問を行いました。ここでは、一般質問の要旨を掲載いた
します。（掲載は登壇順）

「市民相談について」市民が満足し納得する
相談内容になっているか新政会　　久　木　康　弘
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一般質問

Ｑ　
全
国
的
に
教
員
の
長
時
間
労
働
に
よ
り
、
教

育
現
場
が
ブ
ラ
ッ
ク
職
場
と
言
わ
れ
て
い
る
現

状
に
対
す
る
対
策
や
、
教
師
が
児
童
生
徒
に
直

接
指
導
す
る
時
間
の
確
保
を
図
る
た
め
の
、
教

育
委
員
会
と
し
て
の
対
応
と
環
境
づ
く
り
は
。

Ａ　
学
習
指
導
や
生
徒
指
導
上
の
課
題
に
加
え
、

保
護
者
や
外
部
の
対
応
に
か
か
わ
る
業
務
も

年
々
増
え
て
き
て
い
る
が
、
帰
宅
し
や
す
い
雰

囲
気
づ
く
り
と
合
わ
せ
、
こ
れ
か
ら
も
国
や
府

に
対
し
て
、
人
員
の
要
求
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
教
育
は
、
今
や

多
く
の
学
校
で
教
師
が
使
う
道
具
か
ら
子
供
た

ち
が
使
う
道
具
へ
進
化
し
て
い
る
。
文
科
省
が

「
２
０
２
０
年
に
は
１
人
１
台
の
端
末
を
」
と

言
っ
て
い
る
が
、そ
れ
ま
で
導
入
を
待
つ
の
か
。

Ａ　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
、
確
か
な
学
力
を
育
成
し
て

い
く
上
で
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る

が
、
学
校
現
場
の
現
状
は
、
効
果
的
な
授
業
方

法
の
研
究
や
、
そ
れ
を
使
い
こ
な
す
た
め
の
教

職
員
の
研
修
が
急
務
な
状
態
で
あ
る
。

Ｑ　
近
年
の
実
践
的
な
英
語
教
育
の
取
り
組
み
を

評
価
す
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る

英
語
教
育
の
重
要
性
に
鑑
み
、
英
語
圏
に
提
携

校
を
つ
く
る
等
、
留
学
制
度
が
必
要
で
は
。

Ａ　
今
後
さ
ら
に
、
実
践
的
な
英
語
教
育
の
取
り

組
み
を
通
じ

て
、
魅
力
あ

る
英
語
教
育

の
創
造
に
努

め
て
い
き
た

い
。
海
外
留

学
制
度
に
つ

い
て
も
そ
の

実
現
に
向
け

積
極
的
に
検

討
す
る
。

■業務改善のためのガイドラインほか

Ｑ　
介
護
保
険
制
度
改
正
で
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
や

経
済
的
負
担
へ
の
不
安
が
さ
ら
に
強
ま
る
。
そ

の
一
つ
が
、
要
支
援
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
ヘ
ル

パ
ー
利
用
を
介
護
保
険
か
ら
切
り
離
す
地
域
支

援
事
業
。
市
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

Ａ　
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
８
カ
所
の
事
業
所
に
、

通
所
型
サ
ー
ビ
ス「
す
こ
や
か
シ
ニ
ア
教
室
」

を
委
託
。
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
は
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
委
託
。
事
業
内
容
や
利
用
料
を
検

討
し
、
平
成
28
年
度
実
施
を
目
指
し
て
い
る
。

Ｑ　
こ
の
地
域
支
援
事
業
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が

無
資
格
で
も
可
能
だ
が
、
早
期
発
見
・
対
応
が

可
能
か
。
ま
た
食
事
・
入
浴
な
ど
今
ま
で
ど
お

り
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
か
。

Ａ　
要
支
援
の
方
が
一
律
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

の
で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
適

切
な
人
に
提
供
さ
れ
る
。
そ
の
見
極
め
は
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
専
門
的
視
点
で
行
う
。

Ｑ　
４
月
か
ら
保
険
料
大
幅
引
き
上
げ
が
実
施
さ

れ
た
が
、
昨
年
、
市
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
「
経
済
的
に
苦
し
い
」
は
62
％
も
あ
る
。
保

険
料
・
利
用
料
を
引
き
下
げ
る
た
め
公
費
投
入

な
ど
市
の
努
力
を
求
め
る
。

Ａ　
保
険
料
・
利
用
料
の
負
担
は
抑
制
し
た
い

が
、
制
度
の
仕
組
み
か
ら
や
む
を
得
な
い
。
経

済
的
負
担
が

サ
ー
ビ
ス
利

用
の
抑
制
に

つ
な
が
ら
ぬ

よ
う
、
引
き

続
き
負
担
の

軽
減
、
状
況

の
把
握
に
努

め
て
い
き
た

い
。

■「泊まり」ができる介護施設

Ｑ　
市
街
化
区
域
の
土
地
利
用
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
か
。

Ａ　
青
野
、
上
延
、
西
町
の
土
地
区
画
整
理
事
業

等
も
あ
り
、
都
市
的
な
土
地
利
用
が
着
実
に
進

ん
で
き
た
。

Ｑ　
線
引
き
廃
止
後
は
市
街
化
区
域
内
の
農
地
転

用
は
許
可
制
と
な
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
農
地
転

用
届
出
の
取
り
扱
い
は
。

Ａ　
線
引
き
廃
止
日
の
前
日
ま
で
は
、
適
法
な
届

出
に
よ
り
農
地
転
用
が
で
き
る
。

Ｑ　
線
引
き
廃
止
の
説
明
会
、
市
民
の
反
応
は
。

Ａ　
廃
止
に
つ
い
て
強
い
反
対
意
見
も
な
く
、
ご

理
解
を
い
た
だ
い
た
も
の
と
考
え
る
。

Ｑ　
綾
部
地
区
の
出
席
者
６
名
、
少
な
く
思
う
が

開
催
日
程
等
に
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　
理
由
は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
関
心
の
度

合
い
が
違
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

Ｑ　
公
聴
会
の
開
催
と
公
述
申
出
書
の
必
要
性
の

周
知
は
で
き
て
い
る
の
か
。

Ａ　
京
都
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
綾
部
市
の
広
報

紙
に
よ
り
広
く
情
報
提
供
し
て
い
る
。

Ｑ　
３
０
０
㎡
以
上
の
開
発
行
為
に
は
市
と
の
協

議
が
必
要
と
あ
る
が
、
開
発
基
準
は
。

Ａ　
京
都
府
の
開
発
基
準
に
準
じ
て
定
め
て
い
き

た
い
と
考
え
る
が
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

Ｑ　
敷
地
面
積

３
０
０
㎡
未

満
の
飲
食
店

や
物
販
店
は

市
と
の
開
発

協
議
な
し
で

建
築
可
能
か
。

Ａ　
開
発
協
議

が
不
要
と
な

る
制
度
を
考

え
る
。

■線引き廃止後の総括図

児童生徒の「生きる力」の育成とは
創政会　　波多野　文　義

安心の介護制度を求める
日本共産党　　搗　頭　久美子

都市計画法による線引き廃止について問う
新政会　　村　上　宣　弘
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Ｑ　
平
成
25
年
度
文
科
省
調
査
で
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
が
あ
る
子
ど
も
の
数
は
、
全
国
の
小
・
中
・

高
校
合
わ
せ
て
全
体
の
45
％
。
10
年
前
と
比
較

す
る
と
１
・
７
倍
に
増
え
て
い
る
。
綾
部
市
の

状
況
は
。

Ａ　
平
成
27
年
度
、
小
学
校
で
80
人
前
後
、
中
学

校
で
50
人
前
後
。
大
き
な
増
減
は
な
い
も
の

の
、
細
や
か
な
対
応
が
必
要
な
児
童
が
増
え
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
。

Ｑ　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
給
食
は
、
ど
の
よ
う
に

作
ら
れ
、
教
室
に
と
ど
け
ら
れ
る
の
か
。

Ａ　
一
般
食
と
混
ざ
ら
な
い
よ
う
鍋
を
使
い
分
け

て
い
る
。
調
理
室
か
ら
給
食
を
出
す
と
き
は
、

除
去
食
を
乗
せ
る
ト
レ
ー
の
色
を
変
え
る
、
名

札
を
付
け
る
な
ど
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
で
あ
る

こ
と
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

Ｑ　
平
成
20
年
文
科
省
か
ら
、
学
校
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
に
対
す
る
取
り
組
み
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

出
さ
れ
て
い
る
が
、
学
校
ご
と
に
任
さ
れ
て
い

る
の
が
現
状
。
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
あ
っ
た
場

合
の
た
め
、
自
己
注
射
薬
を
携
行
し
て
い
る
子

ど
も
も
あ
り
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
統

一
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ａ　
平
成
26
年
４
月
、
教
育
委
員
会
、
学
校
給
食

研
究
会
、
学
校
保
健
会
の
三
者
で
、
学
校
給
食

に
お
け
る
食

物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
。
こ

れ
を
基
準
に

各
学
校
の
実

情
に
応
じ
た

対
応
、
研
修

を
行
っ
て
い

る
。

■中学校のあじわいランチ

Ｑ　
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
示
さ
れ
て
い
る
目
指
す
べ

き
成
果
を
森
の
京
都
事
業
で
ど
の
よ
う
に
実
現

し
て
い
く
の
か
。

Ａ　
日
本
版
※

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。
成
功
事
例
等
を
研
究
し
森
の
京
都
事
業
へ

の
活
用
の
可
能
性
を
検
討
し
た
い
。

Ｑ　
観
光
拠
点
施
設
に
多
機
能
ト
イ
レ
等
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

Ａ　
主
要
施
設
の
イ
ン
フ
ラ
は
整
備
済
。
今
後
観

光
客
の
状
況
を
見
極
め
、
整
備
を
検
討
す
る
。

Ｑ　
山
家
城
址
公
園
は
東
部
地
域
に
お
け
る
重
要

な
観
光
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
。
梅
里
苑
の
整
備

も
含
め
、
今
後
の
計
画
は
。

Ａ　
公
園
の
利
用
状
況
、整
備
経
費
等
を
考
慮
し
、

年
次
計
画
的
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
梅

里
苑
に
つ
い
て
は
、
あ
り
方
を
含
め
抜
本
的
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ　
観
光
施
設
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、
利
用

者
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
も
、
観
光

で
訪
れ
た
人
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

の
意
識
・
要
望
調
査
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　
観
光
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
満
足
度
や
意
見

の
把
握
に
努
め
、今
後
の
観
光
施
策
に
生
か
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ　

観
光
客
誘
致
の
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、

オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
を
整
備
し

て
は
ど
う
か
。

Ａ　
集
客
向
上
の

観
点
か
ら
、オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
機

能
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

※
Ｄ
Ｍ
Ｏ
＝
観
光
地
の
ブ

ラ
ン
ド
づ
く
り
、
情
報

発
信
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

戦
略
策
定
な
ど
を
担
う

観
光
地
域
づ
く
り
の
推

進
主
体

■山家城址公園梅里苑

Ｑ　
一
票
の
格
差
を
人
口
比
だ
け
で
と
ら
え
、
人

口
が
減
少
し
て
い
る
広
大
な
面
積
を
有
す
る
地

方
を
代
表
す
る
国
会
議
員
を
減
ら
す
こ
と
は
、

地
方
創
生
に
反
し
、
地
方
が
弱
体
化
す
る
。
法

制
度
の
是
正
を
地
方
か
ら
提
言
す
べ
き
だ
。

Ａ　
確
か
に
地
方
創
生
に
取
り
組
む
う
え
で
は
大

き
な
課
題
だ
。
心
情
的
に
議
員
に
賛
同
し
た
い

気
持
ち
は
あ
る
が
、
憲
法
上
の
法
の
下
の
平
等

を
ク
リ
ア
す
る
法
改
正
は
、
現
実
的
に
は
な
か

な
か
難
し
い
。
た
だ
、
同
じ
価
値
観
を
持
つ
首

長
等
と
の
議
論
は
継
続
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
本
年
は
総
合
計
画
、
地
方
創
生
総
合
戦
略
、

水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
等
計
画
が
目
白
押
し
だ
。

地
方
創
生
総
合
戦
略
は
10
月
末
に
決
定
し
、
国

に
提
出
す
る
が
、
年
度
末
に
決
定
す
る
市
の
最

上
位
の
計
画
で
あ
る
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計

画
と
の
整
合
は
ど
う
図
る
の
か
。
ま
た
、
総
合

計
画
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
地
域
で
安
心

し
て
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
せ
ば
、
遠

回
り
で
も
、
若
い
人
も
綾
部
を
終
の
棲
家
に
選

ぶ
よ
う
に
な
る
。
ぜ
ひ
そ
ん
な
総
合
計
画
を
。

Ａ　
総
合
計
画
と
地
方
創
生
総
合
戦
略
が
不
整
合

に
な
っ
た
場
合
、
総
合
戦
略
は
毎
年
見
直
す
こ

と
に
し
て
い
る
の
で
、
総
合
戦
略
を
修
正
し
整

合
を
図
る
。
ま
た
総
合
計
画
で
は
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
取
り

組
み
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
年
代
に

も
住
み
よ
い
ま
ち
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

■第5次綾部市総合計画・前期基本計画

市内小中学校の食物アレルギーの状況と
給食の対応は日本共産党　　井　田　佳代子

観光インフラの整備が必要では
山家城址公園の整備計画は新政会　　片　岡　英　晃

一票の格差に地方から提言を
高齢者が安心して幸せに暮らせる総合計画に創政会　　荒　木　敏　文
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Ｑ　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
市
民
の
側
か
ら
見

れ
ば
制
度
そ
の
も
の
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

情
報
漏
れ
の
不
安
も
極
め
て
大
き
い
。
制
度
理

解
の
た
め
の
市
と
し
て
の
方
策
は
ど
う
か
。

Ａ　

市
広
報
ね
っ
と
７
・
８
・
９
月
号
で
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
知
ら
せ
て
い
る
。
基
本

は
国
が
前
面
に
立
っ
て
す
べ
き
も
の
だ
と
考
え

て
い
る
が
、
市
と
し
て
も
努
力
は
し
て
い
る
。

Ｑ　
住
基
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
は
ど
こ
が
違
う
の
か
。
ま
た
住

基
カ
ー
ド
の
普
及
率
は
ど
う
か
。

Ａ　

住
基
カ
ー
ド
の
交
付
状
況
は
人
口
比
で

３
％
。
住
基
カ
ー
ド
は
住
民
票
の
コ
ー
ド
を
も

と
に
付
番
し
た
も
の
。
28
年
１
月
で
新
規
発
行

は
中
止
と
な
る
。

Ｑ　
中
小
企
業
や
個
人
事
業
者
に
も
、
シ
ス
テ
ム

改
修
な
ど
こ
の
準
備
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の

財
政
支
援
は
。
準
備
は
間
に
合
う
の
か
。

Ａ　
各
々
の
企
業
な
ど
の
状
況
把
握
は
し
て
い
な

い
。ま
た
財
政
的
支
援
策
は
現
時
点
で
は
な
い
。

商
工
会
議
所
が
事
業
所
向
け
の
説
明
会
を
開
催

さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　
番
号
通
知
カ
ー
ド
が
全
国
で
は
５
％
程
度
諸

事
情
で
届
か
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
。
ま

た
情
報
漏
れ
へ
の
対
策
は
ど
う
か
。

Ａ　
関
係
施
設
等
と
連
携
し
十
分
な
対
策
を
取
っ

て
い
る
。
情
報
は
一
括
管
理
で
な
く
、「
分
散

管
理
」
で
あ
り
、
万
全
を
期
し
て
い
る
。

■政府広報パンフレット表紙

Ｑ　
人
口
減
少
の
要
因
は
、
若
年
層
の
転
出
、
若

者
達
の
晩
婚
化
、
未
婚
率
の
上
昇
、
合
計
特
殊

出
生
率
や
出
生
数
の
低
下
に
あ
る
。
今
後
の
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　
綾
部
市
独
自
の
人
口
推
計
は
、
２
０
６
０
年

に
２
４
０
９
０
人
と
見
込
む
。
合
計
特
殊
出

生
率
は
２
０
４
０
年
に
２
・
07
。
高
齢
化
率
は

32
・
７
％
。
そ
の
実
現
に
向
け
、
①
多
様
な
就

業
機
会
の
創
出
②
定
住
促
進
と
住
環
境
の
整
備

③
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
安
心
で
き

る
社
会
づ
く
り
④
北
部
地
域
の
連
携
と
街
な

か
・
農
村
の
活
性
化
に
取
り
組
む
。

Ｑ　
平
成
12
年
に
児
童
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ

れ
、
通
報
件
数
は
一
気
に
増
え
た
。
本
市
も
府

へ
の
最
重
点
要
望
の
一
つ
が
、
児
童
虐
待
の
相

談
支
援
体
制
の
充
実
だ
が
、
現
状
と
件
数
は
。

Ａ　
児
童
虐
待
件
数
は
増
加
し
、
複
雑
・
困
難
化

し
て
い
る
。
専
門
的
助
言
・
指
導
が
不
可
欠
だ

が
、
援
助
日
程
の
確
保
が
困
難
。
相
談
件
数
は

延
べ
で
、
平
成
21
年
度
１
６
０
件
。
平
成
25
年

度
１
１
７
２
件
。
平
成
26
年
度
１
４
２
７
件
と

年
々
増
加
し
て
い
る
。

Ｑ　
今
年
度
の
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
結
果

を
、
小
中
一
貫
教

育
に
ど
う
活
用
す

る
の
か
。

Ａ　
課
題
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
中
学

校
の
数
学
科
の
基

礎
・
基
本
的
な
力
、

応
用
力
を
培
う
た

め
に
、
小
中
一
貫

教
育
を
通
し
て
、

課
題
解
決
に
全
力

で
取
り
組
む
。

■北部地域を管轄している福知山児童相談所

Ｑ　
去
る
６
月
17
日
の
国
会
に
お
い
て
選
挙
年
齢

を
18
歳
以
上
と
す
る
法
律
が
成
立
し
た
。
来
夏

の
参
議
院
選
挙
か
ら
投
票
と
な
る
が
本
市
の
新

有
権
者
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

Ａ　
公
布
の
日
か
ら
１
年
を
経
過
し
た
国
政
選
挙

か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
年
４
月
２

日
現
在
の
市
内
在
住
で
み
る
と
６
５
０
人
の
方

が
新
た
な
有
権
者
と
な
る
。

Ｑ　
食
育
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
皆
様
に
よ
り

「
伝
え
て
い
き
た
い
綾
部
の
味
」
と
い
う
冊
子

が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
行
事
食
、
伝
統
食
、
日

常
食
等
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
展
開
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　
家
庭
料
理
、
学
校
、
地
域
、
あ
や
べ
食
育
・
す

こ
や
か
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
紹
介
し
、
多
く
の
方
に
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
も
広
く
啓
発
し
、
地
域
の
伝
統
的
な

食
文
化
の
伝
承
と
食
育
推
進
に
役
立
て
た
い
。

Ｑ　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
平
成
16
年
か
ら
一
般
市
民
で
も

使
用
が
可
能
に
な
り
急
速
に
普
及
し
て
い
る
。

夜
間
及
び
休
日
の
対
応
と
し
て
、
24
時
間
営
業

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設
置
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

Ａ　
24
時
間
営
業
で
あ
り
救
急
事
案
等
に
非
常
に

有
用
で
あ
り
、
全
国
的
に
も
設
置
の
動
き
が
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
課
題
も

多
く
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
調
査
を
進
め
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

■伝えよう綾部の味

情報漏れの不安が大きく、制度周知が極めて
不十分なマイナンバー制は中止を日本共産党　　吉　崎　　　久

人口ビジョンと総合戦略の取り組みは
児童虐待の現状は民政会　　松　本　幸　子

18歳選挙権・「伝えていきたい綾部の味」・
コンビニにAEDの設置を公明党　　森　　　義　美
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一般質問

Ｑ　
上
水
道
・
簡
易
水
道
（
簡
水
）
審
議
会
で
は
、

来
年
か
ら
５
カ
年
の
運
営
に
つ
い
て
審
議
が
行

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
最
大
の
課
題
は
、
平

成
29
年
度
の
上
水
道
と
簡
水
の
統
合
で
あ
る
。

Ａ　
平
成
19
年
度
に
簡
水
事
業
の
国
庫
補
助
金
交

付
要
綱
が
改
訂
さ
れ
、
28
年
度
中
に
簡
水
と
上

水
道
を
統
合
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
市
と
し
て

は
19
年
統
合
計
画
を
国
に
提
出
し
、
29
年
度
に

は
簡
水
会
計
を
上
水
道
に
統
合
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

Ｑ　
簡
水
会
計
は
、
使
用
料
や
国
・
府
・
市
の
補

助
基
準
に
よ
る
費
用
と
、
そ
れ
で
も
な
お
不
足

す
る
赤
字
分
は
一
般
会
計
か
ら
補
て
ん
を
し
て

い
る
。
上
水
道
会
計
は
独
立
採
算
制
に
よ
っ
て

運
営
す
る
こ
と
か
ら
、
統
合
後
は
上
水
道
会
計

の
内
部
留
保
金
（
26
年
度
末
約
11
億
円
）
で
補

て
ん
す
る
こ
と
に
な
る
。

Ａ　
簡
水
統
合
後
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

で
は
借
金
返
済
額
の
半
分
と
な
っ
て
い
る
。
平

成
26
年
度
の
上
水
道
事
業
の
年
間
純
利
益
金
は

１
・
５
億
円
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
追
い
つ
か

ず
35
年
度
に
は
内
部
留
保
金
は
な
く
な
る
。

Ｑ　
そ
の
不
足
す
る
赤
字
分
は
国
・
府
補
助
金
の

継
続
と
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り
出
し
で
補
て
ん

を
す
る
こ
と
。

Ａ　
国
に
補
助

金
と
交
付
税

措
置
の
継
続

を
要
望
し
て

い
る
。
こ
れ

ら
の
状
況
を

み
な
が
ら
一

般
会
計
か
ら

の
繰
り
出
し

な
ど
を
検
討

し
た
い
。

■第３浄水場（井倉町）

Ｑ　
線
引
き
の
変
更
は
地
方
創
生
の
最
良
な
政
策

で
あ
り
、
モ
デ
ル
都
市
と
な
る
よ
う
行
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
は
。

Ａ　
農
村
集
落
の
定
住
促
進
、
中
心
市
街
地
の
未

利
用
地
の
有
効
活
用
な
ど
、
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
土
地
利
用
を
進
め
る
。

Ｑ　
企
業
誘
致
は
、
雇
用
機
会
及
び
税
収
の
確
保

が
大
き
な
目
的
で
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
交
流
人

口
の
拡
大
、
人
口
増
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
用
地

を
含
む
方
針
や
対
策
は
。

Ａ　
庁
内
に
対
策
本
部
を
設
置
し
、
府
や
金
融
機

関
等
と
の
連
携
に
よ
り
産
業
用
地
を
検
討
中
で

あ
る
。
土
地
利
用
の
規
制
緩
和
、
高
速
道
路
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
期
待
し
て
い
る
。

Ｑ　
綾
部
市
地
域
強
靭
化
計
画
は
、
災
害
に
対
す

る
最
悪
な
事
態
を
避
け
る
た
め
、
行
政
機
能
、

地
域
社
会
、
地
域
経
済
の
確
保
を
事
前
に
策
定

す
る
も
の
で
、
早
急
な
検
討
を
。

Ａ　
策
定
は
義
務
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
時
期
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
さ
ら
に
財
政
支
援
の
面
か
ら
未

定
で
あ
る
。
今
後
、
府
の
取
り
組
み
、
近
隣
市

の
状
況
を
把
握
し
検
討
す
る
。

Ｑ　
今
後
増
大
す
る
空
き
家
。
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
特
定
空
き
家
に
対
し
、
行
政
と
し
て
の
認
識

と
具
体
的
な
方
針
は
。

Ａ　
深
刻
な
問
題

と
認
識
し
て
い

る
。
助
言
・
指

導
に
よ
る
改
善

が
望
ま
し
い

が
、
状
況
に
よ

り
強
制
的
な
措

置
の
検
討
も
必

要
と
考
え
る
。

■台風18号時の緊急災害対策派遣隊（地域強靭化計画）

　世界の貧困を解消させるために国際社会は2001年に「ミレニアム
開発目標（ＭＤＧs）」を採択した。その結果、貧困人口は、1990年の
19億３千万人から８億４千万人へと半分以下に減少した。しかし、ま
だ、地球上には８億人の人々が最低限の食料、基礎的医療や教育への
アクセスなど、生存するのに必要最低限のものを得られない状況にお
かれている。また、そのうちの７億９千万人が慢性的な栄養不良であ
る飢えに苦しんでいる。
　そこで、国連においては、2030年を達成期限として「すべての場所
における、あらゆる形態の貧困の解消」を目指して、極度の貧困状態
に置かれる人々をゼロにしようと、新たに「持続可能な開発目標（Ｓ
ＤＧs）」を採択する予定である。
　一方、貧困解消の目標達成のために必要な財源は、現状での政府開
発援助（ＯＤＡ）では賄いきれず、航空券連帯税や金融取引税など、
世界各国で課税制度が始まっているグローバルタックスとして、新た
な公的資金を確保することが求められている。
　我が国においては、2008年２月に世界連邦日本国会委員会のメン
バーを中心とする超党派の国会議員による「国際連帯税を求める議員
連盟」が設立され、2012年８月に成立した「社会保障・税一体改革法」
により「国際連帯税について、国際的な取組の進展状況を踏まえつつ、
検討すること」としているが、未だ政府内で本格的に検討されていな
い状況にある。

　来年、我が国をホスト国として「主要国首脳会議」いわゆるＧ７サ
ミットが開催される。我が国は今日まで人間の安全保障という理念
に基づいて多大な途上国支援を行ってきた。今こそ「一人も取り残さ
ない」という国連の持続可能な開発目標の理念に基づき、資金援助を
飛躍的に増加させ、一層の国際貢献を図るべきである。
　よって国においては、次のことを早急に検討し実施されることを、
世界連邦宣言自治体として求める。

記

１　技術的に徴収が容易であり、フランス・韓国などがすでに実施し
ている航空券連帯税を国際連帯税の第一歩として早期に導入する
こと。

２　税収は、ＳＤＧsの達成のため、とりわけ世界の貧困と感染症の
根絶のために使うこと。また、訪日外国人客が増加していることに
鑑み、税収の一部は更なる感染症・伝染病対策を講ずる財源とする
こと。

３　今日の航空網の発達により、熱帯性感染症は地球的に拡散してお
り、我が国でも流行する危険性があることに鑑み、感染症対策のコ
ストを航空機利用主体が負担すること。

４　金融取引税並びに他の国際連帯税に関しては、政府・国会内に検
討機関を設置し、内外の有識者とともに実施可能性を検討すること。

世界の貧困・感染症等を根絶するために国際連帯税を早期に実施し、一層の国際貢献を行うことを求める意見書

活力ある良好な環境都市綾部を
民政会　　相　根　一　雄

水道事業の統合による赤字は一般会計等から補てんを
日本共産党　　堀　口　達　也



去る７月28日　市議会が設立されて65周
年の記念に、「綾部っ子　未来を語る議会」を
綾部市議会議場で開催しました。市内の小
学校10校の児童２人ずつ合計20人の子ども
たちが、日ごろ、綾部のまちづくりに対して
思っていることや自分自身の将来の夢を作文
にして、３分で話していただきました。議長
も子どもたちの中から選び、私たち議員や市
長、教育委員、学校長は子どもたちの発表を
聞きました。

来年の参議院議員選挙から、選挙権が満18歳以上に引き下げられます。小さい頃から、市の仕事や
議会、政治というものに関心を持ってもらうことを狙いに開催しました。子ども議会は、市制施行45
周年記念事業として取り組んで以来20年ぶりの企画であり、教育委員会や各学校、保護者の皆様のご
協力により開催することができました。心から感謝申し上げます。
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市議会設立65周年の節目に

「綾部っ子
未来を語る議会」

開催!!

～綾部への大きな夢語る子ら～
参加した子どもたちは、過疎化や高齢化な

ど自分たちの住んでいる地域の現状も捉え
ながら、それでも、地域の大人たちが自分た
ちを見守り温かく育ててくれていることに
感謝し、都会にない綾部の素晴らしさを語っ
てくれました。また、都会のようなにぎやか
さを求めるのではなく、自然のすばらしさ
や、人との暖かな交流に良さを見出して、「大
人になったら、綾部のまちをもっとよくした
い」「国会議員になって日本をもっと住みよ
い国にしていきたい」という熱い思いも発表
してくれました。

～誇れる綾部の自然と人びと!! ～
綾部市などが小学生を対象に毎年開催し

ている「君尾山大ジャンボリー」（キャンプ）
に都会の子どもたちを呼んで一緒に交流し
たいというような、自然をむしろ都会の子
どもたちに見せたいという誇らしく思う子
どもの発表もありました。

また、高齢化社会の問題でも、問題をチャ
ンスと捉え、高齢者の方々と子どもたちが
交流できる施設をつくれば楽しく暮らせる。
など、様々な提案がなされました。

【綾 部 小 学 校】田
た

畑
ばた

颯
そう

真
ま

君、梅
うめ

田
だ

澪
みお

奈
な

さん

【中 筋 小 学 校】大
おお

島
しま

陽
ひ

向
なた

君、前
まえ

岡
おか

　月
るな

さん

【豊 里 小 学 校】福
ふく

井
い

貴
たか

久
ひさ

君、村
むら

上
かみ

彩
あか

音
ね

さん

【物 部 小 学 校】久
きゅう

木
き

陽
はる

人
と

君、奥
おく

谷
たに

珠
じゅ

凪
な

さん

【志 賀 小 学 校】梅
うめ

原
はら

　凱
かい

君、小
こ

松
まつ

灯
とも

子
こ

さん

【吉 美 小 学 校】杉
すぎやま

山陽
ひ な

菜さん、諏
す わ

訪李
り

音
のん

さん

【西八田小学校】引
ひきはら

原琉
りゅうと

杜君、佐
さ さ き

々木翔
かけ

瑠
る

君

【東八田小学校】山
やまうち

内颯
そう

太
た

君、辻
つじ

井
い

結
ゆ い

衣さん

【東 綾 小 学 校】市
いちむら

村アシタカ君、四
し

方
かた

真
ま こ

心さん

【上 林 小 学 校】松
まつ

井
い

一
いちろう

朗君、石
いし

井
い

朱
あや

夏
か

さん

「綾部っ子未来を語る議会」に参加し
発表してくれた子どもたち

子どもたちの発表の内容は新聞にも掲載されていましたが、本当にしっかりと綾部の将来に夢を持
ち、自分たちの将来にも目標を持って学んでいる様子がうかがえました。綾部っ子バンザイ!!



あやべ市議会だより　No.11113

■群馬県富岡市「製糸を活かしたまちづくりについて」
富岡市は養蚕が盛んで、生糸の産地として栄えた地域で、明治５年に官営富岡製糸場

が設立された近代産業の発祥の地であります。平成26年６月には世界遺産に登録され、
大変なにぎわいのあるまちでした。まちづくりとして、製糸場を中心に絹遺産群を包括
した都市再生整備計画を立て、歴史的文化遺産に伴う「にぎわい」と「歴史ある町並み」
づくりに着手されています。

■長野県大町市「小中一貫教育について」
大町市は平成26年４月から市立の美麻小中学校

を開校されました。また、山村留学制度を採用し、
地域と協働したコミュニティスクールとしての支
援制度も整備されています。個の生き方や考え方
を尊重する学校づくりと、児童生徒が心と体をひ
らいて学ぶ授業実践を通して、生涯学び続けるた
めの基礎力を養い、自律した学習者を養成する夢
のある学校制度であり、大いに参考になりました。

■長野県伊那市
上伊那広域消防本部 「広域化について」

上伊那地域では人口19万人強の２市３町３村からなる広域連携の上伊那広域消防本
部が設置されています。消防広域化推進計画を積極的に推進し、災害の大規模化や複雑
化、住民ニーズの多様化など消防を取り巻く環境の変化に的確に対応する消防体制を
研修しました。

■福岡県大牟田市
「認知症ケアコミュニティ推進事業について」

全市をあげて認知症の方々のサポート・支援体制を整えておられ、精神科等の医師・
看護師・介護士などの医療機関等と連携をとり、サポートチームを構成して相談窓口を
開設されていました。また、校区ごとに、実際に徘徊者役をつくり、保護する徘徊模擬訓
練を実施。成果として、年間の保護数が増え、平成25年度の行方不明者156名中、138名
であったとのことでした。

■熊本県玉名市「６次産業推進事業について」
玉名市では「６次産業化推進室」を立ち上げ、６

次産業の事業として機械導入などの研究開発費、
事業推進費、販売開拓費などをそれぞれ10万円か
ら最大500万円まで経費の半分を補助し、13事業
に2658万円補助されていました。トマトジュース
や果物のジャム加工が行われ、製品は関東などで
も販売されています。

■佐賀県佐賀市 NPOスチューデント・サポート・フェイス「生活困窮者自立支援制度の取り組みについて」
佐賀市のサポートステーションなどで不登校児童支援や生活困窮者自立支援をして

おられる谷口仁史さんからお話を聞きました。谷口さんは引きこもりの家庭に入り、自
宅や部屋の中まで出向いて訪問支援を行うアウトリサーチを行ってこられました。地
元企業150社とも連携して社会復帰がしやすい環境を準備し、さまざまな支援を行い、
多くの方のサポート体制を整えておられました。

総務教育建設委員会

産業厚生環境委員会

大町市　議場

玉名市

各
委
員
会
の
視
察
報
告

相根委員長、久木副委員長、
荒木委員、松本委員、村上委員、
吉崎（久）委員、井田委員、
波多野委員、安藤委員

高橋委員長、高倉副委員長、
片岡委員、種清委員、森委員、
搗頭委員、堀口委員、塩見委員、
吉崎（進）委員

《日程》 平成27年８月19日（水）～21日（金）

《日程》 平成27年７月７日（火）～９日（木）



大きくなったら
どんな仕事がしたい？（目標）
　大きな魚を釣りたい。植物を育てたい。パン屋さん。
中学校で部活を頑張る。秋のドッジボール大会で優
勝。パティシエ。整体師。プロ野球選手。出版社の営業
部もしくは編集部で働く。２学期の通信簿オール５。

学校のどんなところが好き？
　給食が温かくおいしい。給食にいろんなメニューがある。リクエスト
給食がある。運動会で地域の人や保護者の人も一緒に参加できる。
朝マラソンをみんな頑張っている。休み時間に仲の良い人としゃべれ
て、にぎやかなところ。全校遊びがあり、仲間はずれなく遊べる。音楽
交流会などたくさんの行事がある。広 と々した空間でゆったりと過ご
せる。図書集会がある。

地域（綾部全体）のどんなところが好き？
　自然が豊かで空気がきれい。七不思議伝説がある。阿須々木神社の水がき
れい。野生動物がたくさんいる。地域の人が優しい。地域のお祭りがある。おい
しいお米が食べられる。地域でお祭りなどのみんなが楽しめる行事やイベント
がある。遊べる場所がたくさんある。阿須々木神社のお祭り。図書館は静かで
気持ちよく本を読める。商店街の冬のイルミネーション。

地域の人にありがとう！
周りの大人たちに感謝していることは？
　給食調理員さんはいつもおいしい給食を作ってくれる。登下校を見
守ってくれている。志賀っ子見守り隊の人が横断歩道などに立ってくれ
ているので安全に登校ができる。登校時におはようとあいさつしてくれ
る。あいさつをしたら返事をしてくれる。登校するときに地域の人や駐在
所の人がパトロールしてくれる。山林体験ができて、山林のことがわかっ
た。野菜をもらえる。イベントでお菓子がもらえる。

取材を終えて
　はじめは少し緊張していましたが、すぐに和やかな雰囲気になり、
色 な々お話を聞くことができました。志賀小学校の皆さんは豊かな自
然の中で、地域の皆さんに支えられながらのびのびと生活されてい
ることが伝わってきました。これからも地域の皆さんへの感謝の気持
ちを忘れず、豊かな自然の中で、大きく成長してください。

第５回の「小学生編」は、志賀小学校へ編集委員が訪問し、６年生
８人の声を聞いてきました。志賀小学校は、Ｓｔｅａｄｙ〈しっかりかし
こく〉進んで学び、意見を聞き、自分の考えを伝える子、Ｓｍｉｌｅｙ〈笑
顔でやさしく〉思いやりの心を持ち、人を大切にする子、Ｓｕｎｎｙ〈活
き活きとたくましく〉からだと心をきたえ、チャレンジする元気な子を
柱に「３Ｓ志賀っ子になろう」としてかかげ、取り組んでおられます。

～志賀小学
校～

世代からの
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６年生の皆さん

築山の前で
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　９月には「関東・東北豪雨」において、大きな被害が出
ました。被災地の皆様には心からお見舞申し上げます。
　近年、異常気象等により、いつ災害が発生するかわかり

ません。市議会においても災害対策について常に注視しているところです。
　さて、前回発行の議会だよりから、全面的に表紙や紙面の構成を大きく変更いたしました。
引き続き市民のみなさまに、議会が身近なものとなりますよう努力してまいります。
　ご意見等ございましたら、編集委員又は議会事務局までお聞かせください。

編集／議会だより編集委員会
安藤和明・吉崎　進・種清喜之・荒木敏文・吉崎　久・井田佳代子・片岡英晃・森　義美

編 集 後 記


